
　デザインを考えるポイントとして、①平
面ではなく、立体的に捉える②全体のバラ
ンスと背景や周囲との関係を考える③生⾧
したときのデザインを考える④色の組み合
わせで変化をつける⑤高低差で変化をつけ
ることが大切だと学びました。

　実習地花壇を見て感じた冬春にふさわし
い印象を付箋に一枚ずつ記入し、班内でカ
テゴリー分けを行いました。そのあと、班
全員で発表を行い、出された意見を講師が
まとめて、テーマを決めました。冬春花壇
のテーマは『ワクワクのつめあわせ』、テー
マカラーを『色とりどり（色のつめあわせ）』
に決定しました!!

　前回のお手入れから約２か月経過したた
め、実習地花壇をメンテナンスしました。
三浦講師からは、「近くから見た見栄えを考
えて、お手入れをするだけでなく、少し遠
目からみた見栄えも考えてお手入れをする
ことが大切」とのアドバイスがありました。

　「花壇デザインの基本」の講義で学んだこと
を生かして、実際にデザインの練習をしまし
た。練習用紙に描かれたプランター
（3cm×10.5cm）とその周りに、はさみで切
り取った 11個のパーツ（花・樹木）を、配
置しました。デザインは童心に返って楽しめ
ました!

　講義では、花壇のデザインの基本的なポイントを学びました。実習では、
実習地花壇を手入れした後、冬春花壇をデザインしました。ワークショップ
では、これから冬春の季節に向けて、実習地花壇のテーマは、どのようなも
のがふさわしいのかをみんなで話し合いました。


